
近世の部
分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号

1 ８７０
A
２

天保１４年６月
（１８４３年）・癸卯

御高札之写
○南傳馬町１丁目：本屋又助
●記載なし

定・覚などとして、正徳元年より享保11年まで10
件が記されている。 ・いつわりをなし、又は無理を
言い、惣じて・・・。 ・博奕の類、一切に・・・など。

竪
帳

1 DVD4

2 ９７９
Ｆ
２

安政７年１２月吉日
（１８６０年）・寅

主人ヨリ貰請タル
處之元手金包紙
入れ

○竹内八百吉
●記載なし

金25両の預り手形入、これは5ヶ年後に渡す約
定。元手金20両。金5両の包紙が入る。

安政7年は
申年

包
紙

4

3 ８９７
Ｇ
１

元治元年４月
（１８６４年）・子

乍恐以書付奉再
願候

○伊奈半左エ門御代官所 東海道金
谷河原町役人惣代組頭：久右衛門㊞
●道中御奉行所

当村高636石余り、家数512軒の内113軒は徒歩
役等の勤め、極困窮の・・・。去去戌年の古今未
曾有の出水にて被災離散や物乞いの者も多
く、・・・継馬、人足の減員を願う。

長さ
6m67cm

状 1 DVD4

4 ８９８
Ｇ
2

江戸
（乍恐以書付奉
願上候）

○伊奈半左エ門御代官所 東海道金
谷河原町役人惣代組頭：清蔵
●道中御奉行

余荷助郷の願書。 ・差支無く勤来たが、安政元
寅年の稀成る地震や水災の天災があり、其上先
月の火災による類焼等もあり・・・とある。

長さ
2m87cm

状 1 DVD4

5 ９８６
Ｇ
３

天正３年２月１６日
（１５７５年）

定
○島田同断：大石語之
●金谷川会所：竹内九平二

御朱印有所 池田渡船上下往来之輩・・・理非の
軽重ニ不及、成敗可者也・・・とある。

包紙入り
写し

状 3 DVD4

6 ８７５
Ｇ
３

正徳元年５月
（１７１１年）

定（川越に付）
○奉行
●記載なし

往来の旅人に対し川越の者、かさ川成事すべか
らず、無礼悪口の事あるべからず、たとえ軽き旅
人たりというとも大切に・・・とある。

綴
り

1 DVD4

7 ８９４
Ｇ
３

天保７年５月
（１８３６年）・申

差上申御請證文
之事

○平岡熊太郎御代官所 東海道金谷
宿川庄屋：長兵衛 外8名
●岸本十兵輔様、平岡熊太郎様御役
所

大井川越立の節、荷物ばかり川会所に頼み、
銘々は手組み自分越しいたし、日雇の者なども
同業の所業におよび、中には・・・云々とある。

状 1 DVD4

8 ８９０
Ｇ
３

文久２年４月
（１８６２年）・戌

差出申一札之事
○大井川西側通大日村 百姓代：石
兵衛㊞、外14名㊞
●金谷方川方御役人中

大井川留めの節、越立の者を見付け調べたとこ
ろ、当村源十の忰浅右衛門外4・5人の者。屈強
のものにて差押も出来ず、などとあり。

状 1 DVD4

地区番号：１０　地区名：河原町竹内家古文書目録 R6追加分

通し番号
文書番

号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
形
態

数
量



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
通し番号

文書番
号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

形
態

数
量

9 ８９９
Ｇ
３

文久２年４月
（１８６２年）・戌

差出申一札之事
○藤枝宿 問屋：荘右衛門㊞、外3名
㊞
●大井川金谷方・嶋田方御役人衆中

一橋様御内藤田大作殿・本多彦九郎殿、遠州相
良に御用向にて大井川下瀬を・・・云々とある。 状 1 DVD4

10 ８９１
Ｇ
３

文久２年４月
（１８６２年）・戌

差出申一札之事
○増山河内守領分榛原郡青池村字
矢ノ口 当人：民蔵㊞、外99名㊞
●金谷方御役人中

大井川留めの節、川方御役人中が川崎より小山
辺へお越しの所、矢ノ口栄屋民蔵が、川方御見
廻りとは知らずに東行の人と思い、船越し世話い
たし・・・、とある。

状 1 DVD4

11 ９４６
Ｇ
３

明治３年７月
（１８７０年）

島田御役所ヨリ御
沙汰ニ付天龍川
聞合之写

○大井川金谷方
●記載なし

天龍川年寄宗太郎より聞合せた、川の留明規則
など記されている。

竪
帳

1 DVD4

12 ９１２
Ｇ
３

記載なし
（天龍川渡船に付
いての書付け）

○天龍川渡船方 役人惣代：宗太郎
●記載なし

1、御扶持方20人扶持 1、米55俵 1、往還渡船4
艘 1、小番船22艘 1、高瀬舟11艘など記載。

綴
り

1 DVD4

13 ９０７
Ⅰ
２

昭和５年８月２０日
（１９３０年）

田中家戸籍謄本
○記載なし
●記載なし

田中茂作氏 文久2年2月2日生、父雄次郎隠居に
より、明治39年10月8日戸主となる、とある。

綴
り

1

14 ９４２
Ⅰ
６

明治２０年１０月１４日
（１８８７年）

地券

○静岡県㊞ 主事榛原郡長：星野鐵
太郎㊞
●遠江国榛原郡金谷河原：竹内八百
吉

地目や面積・地價・地租・場所・氏名などが記され
ている。

分類Ⅱ-１
に相当する

状 39

15 ９９４
Ⅰ
６

昭和３２年１０月２３日
（１９５７年）

（納税表彰の通
知）

○名古屋国税局長：白石正雄㊞
●竹内栄一

会場までの案内図や日程表。 状 3

16 ９０８
Ⅰ
６

昭和３２年１１月１１日
（１９５７年）

優良納税者納税
表彰

○島田税務署
●竹内栄一

表彰式次第や表彰者氏名・写真など。他に、国
税局長以上表彰の氏名・住所の冊子がある。

竪
帳

3



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
通し番号

文書番
号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

形
態

数
量

17 ９８０
Ⅰ
９

大正１０年１１月３日
（１９２１年）

奉仕会主旨書
○奉仕会本部
●記載なし

会の主旨・三大誓願・会の目的等を記す。賛助会
員の、入会金2円の領収書を付す。

竪
帳

1

18 ９３１
Ⅰ
10

昭和１４年１月１８日
（１９３９年）

決定
○掛川区裁判所 判事：奈良正夫、裁
判所書記：大石寛志㊞
●志太郡島田町：小澤鶴吉、外2名

竹内栄一の申請により前記3名を、未成年者竹内
康の親族会員にする、後見監督人選任の為、竹
内康の住所に招集する、とある。

状 4

19 ９３０
Ⅰ
11

（昭和）
金谷町奉公会規
約

○記載なし
●記載なし

現役及び予後備役の、戦時従軍者及び家族に
対し、扶助あるいは慰問をなし、軍人として後顧
に憂いなき、を目的とする会の規約。

状 1

20 ８６６
Ⅱ
２

明治２２年10月２２日
（１８８９年）

質取ニ付土地台
帳訂正方御届

○竹内八百吉
●静岡県志太益津郡長：松田寅卯

前戸主松下忠右衛門より松下清作に、土地台帳
の訂正を願う。　・志太郡大長村相賀370番 田9
畝4歩 地価49円7銭2厘 地租1円22銭7厘。

状 2

21 ８５４
Ⅱ
４

明治８年５月
（１８７５年）

製茶賣買鑑札
○濵松縣㊞
●竹内八百吉

第450号 金谷組 榛原郡金谷河原町輸出人竹内
八百吉とある。他に小売商鑑札が1枚あり。 状 2

22 ９６０
Ⅱ
４

明治１５年３月５日
（１８８２年）

假請取證
○夾堰社 召集金請取主：平口唯一
郎㊞
●竹内八百吉

金30円也 右は汽船和多丸株金第1回召集金、正
に請取追て株式券状を・・・云々とある。（第1回か
ら第4回まで）

状 4

23 ９１４
Ⅱ
４

明治２１年８月１０日
（１８８８年）

有限責任静岡県製
茶直輸会社株券

○静岡県製茶直輸会社々長：尾崎伊
兵衛㊞、幹事：丸尾文六㊞、外1名㊞
●金谷河原町：竹内八百吉

1．本社の定欵を遵守しこの株券を所有するもの
は、会社営業年期間・・・云々とある。 状 2

24 ９０５
Ⅱ
４

明治２２年４月
（１８８９年）

仕切精算書
○静岡県製茶直輸会社
●竹内八百吉

差引残金2円11銭也、右直輸茶米国賣捌仕切書
到着に付、精算の上前書残金額、正に相渡し候
也とある。

封筒あり 状 1

25 ８６４
Ⅱ
４

明治２２年１１月
（１８８９年）

有限責任遠陽委託
会社定欵

○記載なし
●記載なし

第1條 当会社は遠陽委託会社と稱し、その責任
を有限とす故に・・・など、第42條まである。

竪
帳

1

26 ８５５
Ⅱ
４

明治２２年
（１８８９年）

榛原郡茶業組合
員之証

○竹内八百吉
●記載なし

第5537号 静岡県遠江国榛原郡金谷町金谷河原
竹内八百吉とある。他に3枚あり。 状 4



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
通し番号

文書番
号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

形
態

数
量

27 ９１５
Ⅱ
４

明治２３年１月２２日
（１８９０年）

静岡県茶業組合
連合会議所規約

○静岡県茶業組合連合会議々長：丸
尾文六印
●静岡県知事：時任為基

第1條より48條まであり、明治23年度収入支出予
算を付す。

印刷物 状 2

28 ８８２
Ⅱ
４

明治３３年２月
（１９００年）

町立金谷河原報
徳社定款

○金谷河原報徳社
●金谷町金谷河原：竹内喜三造

報徳社員の證の他、明治38・39・40・大正元年の
「三才報徳現量鏡」1円50銭の證、社員名簿あり。

竪
帳

1

29 １００９
Ⅱ
４

昭和３年１０月
（１９２８年）

特別会員 大日本
武徳会員之證

○記載なし
●竹内八百吉

会員證。 状 1

30 ９２６
Ⅱ
４

昭和４年４月２８日
（１９２９年）

感謝状
○皇徳奉賛会総裁代理 正三位男
爵：南光利
●竹内八百吉

本会の事業の趣旨に御協賛下さり、まことに・・・
云々とある。他に3点あり。

状 4

31 １００６
Ⅱ
４

昭和９年８月１７日
（１９３４年）

第2226号 利用療
券

○保證責任 駿遠医療利用組合
●組合員：竹内八百吉

組合設備の利用券。裏面が出資払込證の欄に
なっている。 状 1

32 １００４
Ⅱ
４

昭和１３年
（１９３８年）

静岡県榛原郡茶
業組合員之證

○静岡県榛原郡茶業組合㊞
●竹内八百吉

茶業組合員の證。 状 1

33 ９１８
Ⅱ
４

昭和１６年９月５日
（１９４１年）

假領収證
○榛原郡繊維製品小賣商業組合：
山崎寿作㊞
●組合員：竹内栄一

金400円、但し出資金32口に対する、第1回払込
金とある。 状 1

34 ９１３
Ⅱ
４

昭和１６年９月１２日
（１９４１年）

内容證明書
○竹内栄一
●榛原郡繊維製品小賣商業組合 理
事長：山崎新作

組合の監事に選任されたが、その辞任を内容證
明郵便として送った。他に金谷郵便局の特殊郵
便物受領證1点あり。

状 2

35 ９５２
Ⅱ
４

昭和１７年３月２７日
（１９４２年）

解散決算総会
○静岡県中部既成洋服類小売商業
組合㊞
●記載なし

総会の次第から始まり、昭和16年度歳出入決算
書・損益計算書・貸借対照表などあり。

竪
帳

1

36 ９１１
Ⅱ
４

昭和１７年６月１０日
（１９４２年）

昭和17年6月10日第
壹回通常総会議
案

○榛原繊維製品小売商業組合
●記載なし

昭和16年度事業報告書として、所属組合員187
名、出資総額金8万円（1口の金額50円）、仕入及
配給事業などと続く。

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
通し番号

文書番
号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

形
態

数
量

37 ９６８
Ⅱ
４

昭和１７年
（１９４２年）

昭和17年度決算
報告書 榛原繊維製
品小売商業組合

○榛原繊維製品小売商業組合
●記載なし

昭和17年度事業報告 1．組合員数183名 2．出
資金 出資総額80万円也等。 歳入17,767円・歳
出16,281円など。

竪
帳

1

38 ９２７
Ⅱ
４

昭和１８年６月２９日
（１９４３年）

議第二号企業整備
ニ依ル本組合脱
退並ニ加入者承
認ノ件

○記載なし
●記載なし

脱退者として99名の氏名、加入者として8名の氏
名が記載され、議第3号 昭和18年度歳入出予
算、議第4号がある。

綴
り

1

39 ８９３
Ⅱ
４

昭和１９年４月２日
（１９４４年）

急施理事会
○榛原繊維製品小売商業組合㊞
●各位

這般発表した自主的整備による、転廃業者処置
に関する件として、7点記されている。 状 1

40 ９２２
Ⅱ
４

昭和１９年５月２１日
（１９４４年）

（願書）
○榛原繊維製品小売商業組合㊞
●竹内栄一

榛原繊維製品小売商業組合の用紙に記してあ
る。納税組合役員について履歴書3通が必要の
為、送って欲しいとある。

状 1

41 ９９６
Ⅱ
４

昭和１９年５月２９日
（１９４４年）

封筒
○榛原繊維製品小売商業組合事務
所
●榛原郡金谷町金谷河原：竹内栄一

封筒のみ。 状 2

42 ９３４
Ⅱ
４

昭和３１年２月２８日
（１９５６年）

発会式
○設立準備委員：伊藤武助、川崎甚
作、他3名
●各位

金谷衣料品店会（仮名）の、発会式の通知。他
に、会則（案）と委任状がある。

竪・
状

3

43 ９１７
Ⅱ
４

記載なし 履歴書
○竹内栄吉
●記載なし

日本発送電株式会社の書類の裏面に、竹内栄
一の履歴書が手書きされている、下書きカ。榛原
繊維製品小売商業組合からの依頼と思われる。

状 2

44 ９２９
Ⅱ
４

記載なし
静岡県榛原郡茶
業組合規約

○記載なし
●記載なし

第1條～第59條まであり、他に、茶業組合委員及
び総代人選挙規程が10條記載されている。組合
員證（木札）を同封している。

状 2

45 １０１４
Ⅱ
４

記載なし （紙袋）
○記載なし
●記載なし

表書きに榛原郡呉服太物商組合　郡本部株全額
振込する 7株、北部株20株とある。

紙
袋

1

46 ９８４
Ⅱ
５

昭和１５年１２月２９日
（１９４０年）

木材公定價格表
農林省告示

○日本農林新聞社発行
●記載なし

材木関係会社の紹介と各種材木の径級（寸）・品
等・長級（尺）による価格が表示されている。（唐
松・ヒバ・桧など）

横
半
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
通し番号

文書番
号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

形
態

数
量

47 ８７４
Ⅱ
７

明治２２年６月吉辰
（１８８９年）

明治廿弐年 出先諸
用留 丑六月吉辰

○遠州榛原郡金谷町：竹内八百吉
●記載なし

22年6月7日 入金250円也、入金40円、出金15円
66銭7厘など。

横
半
帳

1

48 ９３５
Ⅱ
７

明治３３年１０月１日
（１９００年）

田中戸四郎年期
俸給額定 年期10
年期

○（竹内八百吉）
●田中戸四郎

田中戸四郎 年令17年2ヶ月　・入店3年未満は仕
着のみ、別段俸給は無し　・満4年 金10円なり、
満10年 金200円　・年に2季仕着者を給わるなど。
他に、2点あり。

状 3

49 ９３６
Ⅱ
７

明治３３年１０月
（１９００年）

商業見習奉公契
約書

○見習人：田中戸四郎、引請人：松
浦作十㊞
●主人：竹内八百吉

主人は明治33年10月より同42年9月迄、満10ヶ年
の間使用する事を承諾す、等とある。 状 1

50 ９８７
Ⅱ
７

大正９年１１月３０日
（１９２０年）

記
○竹内呉服店
●深見仙一

領収書などを綴る。金67円46銭 品代など。
綴
り

1

51 ９９３
Ⅱ
７

大正１４年１２月
（１９２５年）

記
○尾張屋印刷部
●竹内

計金56円也、内当方借金25円89銭、差引30円11
銭 右の通り相済み、とあり。 状 1

52 ８８４
Ⅱ
７

大正１５年５月３０日
（１９２６年）

記
○喜作
●竹内

計金32円80銭 竹内呉服店の店内改装に掛った
費用が記されている。

封筒入り 状 1

53 ８５１
Ⅱ
７

昭和４年７月１５日
（１９２９年）

計算書
○株式会社 角丸商会
●竹内八百吉

第3種5分利 額面5,000円、受渡代金4,579円53
銭など。 状 1

54 １００１
Ⅱ
７

昭和１７年２月１日
（１９４２年）

衣料品點數表
○商工省
●記載なし

織物類・和服類・洋服類等につき、品名・単位数
量・点数が記されている。 状 1

55 ９２３
Ⅱ
７

昭和１７年
（１９４２年）

昭和17年度歳入
歳出決算

○記載なし
●記載なし

歳入の部として予算金額合計14,647円、決算金
額合計17,767円、歳出の部として予算金額合計
14,647円、決算金額合計16,281円等がある。

綴
り

1

56 ９３２
Ⅱ
７

昭和２３年７月２０日
（１９４８年）

衣料品小賣業者
登録票

○静岡県㊞
●竹内栄一

総合衣料品の小売業者登録票。登録番号第534
号、期間は登録の日から、商工大臣の指定する
日までとする。

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
通し番号

文書番
号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

形
態

数
量

57 ９２８
Ⅱ
７

昭和３６年１月６日
（１９６１年）

仕切書
○株式会社 鈴木彌一商店㊞
●竹内栄一

商品名や数量・単価・金額等が記されている。そ
の他、商品の発送時に使用、領収書としても使っ
ている。

状 39

58 ８５６
Ⅱ
７

昭和３７年１月５日
（１９６２年）

返品値引伝票
○株式会社 鈴木彌一商店㊞
●竹内栄一

品番・品名・数量・単価・金額が記されている、値
違いとある。 状 1

59 ８４８
Ⅱ
７

昭和３７年１２月３０日
（１９６２年）

請求書
○株式会社 鈴木彌一商店㊞
●竹内栄一

日付・伝票番号・買上金額・返品値引・請求高な
どが記されている。 状 2

60 ９９２
Ⅱ
７

昭和３８年１月７日
（１９６３年）

領収証
○東海縫製株式会社㊞
●竹内

2,440円の領収証、仕切書の番号を記す。 状 11

61 ９９０
Ⅱ
７

昭和３８年２月２２日
（１９６３年）

入日記
○株式会社 鈴木彌一商店
●金谷 竹内

雨コート1枚2,900円、雨コート地2反6,200円、合
計9,100円とある。 状 1

62 ８４９
Ⅱ
７

１月２４日 計算書
○株式会社 鈴木彌一商店㊞
●竹内栄一

日付・仕切書番号・金額が記されている。 状 1

63 ９７８
Ⅱ
７

記載なし 商品券
○金谷町：竹内呉服店
●記載なし

1枚のみ金3円也と記され、他の4枚は無記入。 状 5

64 ９３７
Ⅱ
７

記載なし
合資会社 大塚呉
服店定欵

○記載なし
●記載なし

第1條から10條まであり、出資金受領之證を付
す、しかし、日付や押印は無い。

綴
り

1

65 ９５３
Ⅱ
８

明治１４年１月吉辰
（１８８１年）

明治14年貸金控巳
一月吉辰

○宮崎町：竹内九右衛門（裏表紙）
●記載なし

明治14年巳6月30日 竹内佐吉 金15円81銭5
厘・・・小屋売払い金を割取したのち、右金相渡
し・・・云々とある。

横
半
帳

1

66 ９６２
Ⅱ
８

明治２１年１０月３１日
（１８８８年）

甲第拾八号 貯蓄預
り金通帳

○金谷銀行 支配人：高木栄太郎㊞
●遠江榛原郡金谷河原町156番地：
竹内八百吉㊞

貯蓄預り金規則が第12條まで記され、この帳簿
附込具 積金1萬円、附込期限明治21年10月よ
り、同26年7月迄5ヶ年などと記載されている。

竪
帳

1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
通し番号

文書番
号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

形
態

数
量

67 ９３９
Ⅱ
８

明治２６年１２月１５日
（１８９３年）

金員借用證

○榛原郡中川根村長尾：村松喜蔵
㊞、久野脇 證人：藤田兼平㊞、西村
作平㊞
●竹内八百吉

金75円、年利1割。
綴
り

1

68 ８６０
Ⅱ
８

明治２７年１月１０日
（１８９４年）

借用金之証
○借主：小野嘉七㊞、証人：小野永
吉㊞
●竹内八百吉

金100円、商業資本に差支借用、本年12月30日
限り、利息は年1割とある。 状 1

69 ９０２
Ⅱ
８

明治２７年
（１８９４年）・午

明治廿七年金銀
控帳

○竹内八百吉（裏表紙）
●記載なし

人名・日付・金額等が列記されている。。杉本冨
平殿 24年8月24日、金5円也、年1割半利など。

横
帳

1

70 ８５８
Ⅱ
８

明治２８年５月２４日
（１８９５年）

借用金之証
○借主：鈴木平吉㊞、引受証人：松
木惣三郎㊞
●竹内八百吉

金3円 本年11月27日限り、新米取入れ次第、金1
円に付き1ヶ月1銭5厘の利足で返済する。 状 1

71 ９２４
Ⅱ
８

明治３１年５月１２日
（１８９８年）

利附當座預り金
并貸越約定書

○合資会社 金谷商業銀行取締：野
崎清蔵
●約定人：竹内八百吉、保証人：竹
内喜三蔵

第1條より17條まであり、最初に「書写」と墨書され
ている。 状 1

72 ９３８
Ⅱ
８

明治３１年１２月２９日
（１８９８年）

借用金之証
○榛原郡金谷町金谷河原 借主：鈴
木清次郎㊞、證人：鈴木龍平㊞
●同郡同町：竹内八百吉

金10円を借用、返済は明治３２年5月30日限り、
利子として金1円に付き、1ヶ月金1銭5厘とする。
他に2点あり。

状 3

73 ８５７
Ⅱ
８

明治３２年３月３日
（１８９９年）

借用金返却延期
之証

○借主：小野嘉七㊞、證人：同永吉
㊞
●竹内八百吉

明治30年1月15日の別紙証文で、95円借用
の・・・同32年6月25日まで延期を願う。他に1通あ
り。

状 2

74 ８６５
Ⅱ
８

明治３２年４月２８日
（１８９９年）

金員借用証
○金谷町金谷：吉尾茂吉㊞
●竹内八百吉

金50円、 要用に付き借用、返済の期限は本年5
月25日。利子については記載なし。 状 1

75 ９６３
Ⅱ
８

明治３２年８月４日
（１８９９年）

延期証
○吉尾茂吉㊞
●竹内八百吉

明治32年4月28日に借用の金銭、5月25日に返
済する処、9月30日迄延期の証。 状 2

76 ８８６
Ⅱ
８

明治３３年２月８日
（１９００年）

約定書
○竹内和平㊞
●竹内八百吉

福山ます殿より貴殿へ、請求などあれば、急度処
理をします、とある。 状 1
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量

77 ８８９
Ⅱ
８

明治３３年３月７日
（１９００年）

証
○竹内和平㊞
●竹内八百吉

金5円を借用、返済期限は本年12月末日。保証
人や利足の記載はない。 状 1

78 ９４０
Ⅱ
８

明治３４年４月４日
（１９０１年）

借用金之証
○榛原郡金谷町金谷河原 借主：横
山ます㊞
●竹内八百吉

金5円、返済は来る5月25日限り。 状 1

79 ８７９
Ⅱ
８

明治３４年
（１９０１年）

橋爪順蔵講則
○橋爪氏
●（竹内氏）

明治34年11月より掛継ぎ、月掛講仕様表に規則
あり。

竪
帳

1

80 ９９８
Ⅱ
８

明治３６年１月１２日
（１９０３年）

監査役当撰通知
書

○株式会社 金谷商業銀行頭取：村
松作十
●竹内八百吉

株式会社金谷商業銀行の監査役に当撰、とあ
る。 状 2

81 ９４１
Ⅱ
８

明治３６年８月１０日
（１９０３年）

借用金之証
○島田町：橋本房平㊞、返済引受証
人：詰田まつ㊞
●竹内八百吉

金15円借用の証、来る37年3月30日までに返済。 状 1

82 ８７８
Ⅱ
８

明治３７年７月１日
（１９０４年）

証
○竹内梅吉㊞
●竹内八百吉

一、作米10俵を受け取った、返済は精白を以て、
1俵に付き4斗ずつ8月より11月迄の内、御入用次
第、とある。

状 1

83 ８８７
Ⅱ
８

明治３９年１月
（１９０６年）

月掛通
○（講主）：沖幸（金谷宮崎）
●（竹内氏）

明治39年1月より同43年12月分までの積入。 状 1

84 ８８５
Ⅱ
８

明治４０年６月１８日
（１９０７年）

借用金之証
○借主：竹内佐吉㊞
●竹内喜三造

金50円を借用、期限は本年8月20日限り、抵当と
して箪笥1組・衣類取合20点他。 状 1

85 ８８８
Ⅱ
８

大正元年１２月２７日
（１９１２年）

記
○静岡県榛原郡金谷町：伊藤仙太郎
㊞
●竹内八百吉

一、米4斗7升2合（宅地料）、 一、米5升4合6勺
（畑18坪分） 合せて5斗2升6合6勺、代金☐円95
銭受取申候。

状 1

86 ９５４
Ⅱ
８

大正３年３月
（１９１４年）

金河座維持講掛
金之證

○講事世話人㊞
●竹内八百吉

・金河座維持講規定 ・講事掛金領収證 ・金河座
維持講落札人名など記載。 状 1
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量

87 ９８５
Ⅱ
８

大正３年４月１日
（１９１４年）

株式会社十五銀
行新株券 五十株
五千円

○株式会社十五銀行 取締役頭取：
田中孝吉
●子爵：高極高備

50株金5千円券 昭和2年に石間保治 代斉藤貫
一郎が買譲受人となっている。この時の頭取は西
野元。

状 1

88 ９６９
Ⅱ
８

大正３年９月１０日
（１９１４年）

證券保管原号登
記済通知書

○為替貯金局
●静岡県金谷町：竹内喜三造

勧業債券14,056号 10円、同88,442号 10円、同
88,443号 10円など。 状 1

89 ９１０
Ⅱ
８

大正４年１２月
（１９１５年）

宮崎町共積会調
書

○竹内（表紙）
●記載なし

44年1月共積会報告の控。但し43年12月迄の計
算として、金12,780円也 旧新積金額。金2,023円
91銭 右利息・・・。他に1点。

綴
り

2

90 ９８３
Ⅱ
８

大正６年３月
（１９１７年）

第4139号 金庫保
険證

○合名会社 後藤金庫店
●竹内八百吉

保険條項 第1項 金庫火災に罹るも庫内安全にし
てわずかも異状なき事を保険す、第2・3項とある。
売渡代金132円。

状 1

91 ９０９
Ⅱ
８

大正１２年７月３１日
（１９２３年）

（領収書）
○尾張屋印刷部
●（○の中に八の字）呉服店

計金64円10銭也、当方の借として67円96銭、差
引3円86銭当方にて借越、とある。

綴
り

1

92 ９９７
Ⅱ
８

昭和３年３月１日
（１９２８年）

當座勘定入金通
知書

○名古屋市中区栄町2丁目 株式会
社明治銀行
●遠江国金谷町 竹内八百吉

金谷町から振込金1,200円。上記金額貴殿当座
勘定へ入帳するまで、このこと御通知申上げる。 状 6

93 ８６３
Ⅱ
８

昭和５年６月５日
（１９３０年）

（書状の下書）
○記載なし
●記載なし

昭和5年6月5日、八百吉出京15日限り本店へ出
向、種々談合の結果、金2千5百円・・・とある。 状 2

94 ８６９
Ⅱ
８

昭和５年６月１７日
（１９３０年）

（株券番号表示
書）

○株主：石野保治
●株式会社 十五銀行

別紙拂込書による拂込金2,775円を私所有の内、
左記番号株式、とあるが、株券番号の記載なし。 状 2

95 ９４５
Ⅱ
８

昭和５年６月２８日
（１９３０年）

（届印の件に付
き）

○静岡県島田町新田 石間保治、代
理 金谷町竹内八百吉
●十五銀行

届出の印鑑が違うとの事、今回通知があり、調べ
た所、御届けの印鑑扣が無く不明により・・・とあ
る。

状 1
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量

96 ８５３
Ⅱ
８

昭和５年
（１９３０年）

手紙・葉書等
○株式会社 十五銀行庶務課
●石間保治

改印届・督促状・打合せの為の出張日程など。 状
一
括

97 ８７３
Ⅱ
８

昭和９年２月１４日
（１９３４年）

委任状
○記載なし
●株式会社 西駿銀行

昭和9年2月14日、株式会社島田銀行創立株主
総会において、権利行使一切の件・・・。他に南
満州製糖株式会社等3点あり。

状 4

98 ８５０
Ⅱ
８

昭和１０年１１月１３日
（１９３５年）

（滞納株金につ
き）

○株式会社 十五銀行
●（○の中に八の字）呉服屋御中 竹
内八百吉

石間保治殿、滞納株金の払込方について11月19
日頃、訪問したい、とあり。

ハ
ガ
キ

1

99 ９４４
Ⅱ
８

昭和１１年２月１４日
（１９３６年）

庶務第276号
○株式会社 十五銀行
●竹内八百吉

石間保治殿御名義の滞納株金に付、訪問して打
合せをしたが、未だ払込されず・・・とある。 状 1

100 ９１９
Ⅱ
８

昭和１３年１２月
（１９３８年）

領収證
○榛原郡呉服太物小売商業組合㊞
●竹内栄一

金50銭也、但し創立費不足金（総会にて御承認
済み）とある。 状 1

101 ９３３
Ⅱ
８

昭和１４年７月７日
（１９３９年）

第17号 出資證券
○榛原郡呉服太物小売商業組合 理
事長：笠原悦次㊞
●組合員：竹内栄一

1口券金20円出資證券として、第23まで同じ物が
7枚ある。 状 7

102 ９５０
Ⅱ
８

昭和１６年１１月１２日
（１９４１年）

為替手形
○榛原郡繊維製品小売商業組合 理
事長：山崎新作㊞
●金谷町 竹内栄一

金103円75銭也、右金額株式会社静岡三十五銀
行殿、又はその指図人へこの為替手形引換え
に・・・とある。

為替手形

状 7

103 ９４９
Ⅱ
８

昭和１７年４月２７日
（１９４２年）

約束手形
○特綿部 竹内栄一㊞
●竹内栄一　　（差出人と同じ）

金100円也、右金額貴殿又は貴殿の指図人ヘ、
この約束手形引換に支払う、とある。

約束手形

状 1

104 ９２０
Ⅱ
８

昭和１８年７月６日
（１９４３年）

領収證
○榛原郡繊維製品小売商業組合 理
事長：濱﨑庄吉㊞
●竹内栄一

金487円54銭也、出資口数　口分 1口25円66銭。 状 2

105 ９４８
Ⅱ
８

昭和１９年４月２１日
（１９４４年）

證
○榛原郡繊維製品小売商業組合之
印
●竹内栄一

金75円也、右正に領収する。 状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
通し番号

文書番
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形
態

数
量

106 ９８２
Ⅱ
８

昭和１９年４月２１日
（１９４４年）

證
○榛原郡繊維製品小売商業組合之
印
●竹内栄一

金75円也、右正に領収する、とある。 状 1

107 ８７７
Ⅱ
８

（明治）２月１２日 借用証
○沖多十
●竹内喜三造

金100円、返済は来る20日迄。 状 1

108 ８９２
Ⅱ
８

記載なし
志那事變国債
（封筒のみ）

○記載なし
●記載なし

裏面に「是非御一読下さい」とあり、この記念の国
債を永く持って居りましょう、すぐに安全な保管を
お頼み下さい、この国債の特長は、・・・等が記さ
れている。

封
筒

1

109 ８６２
Ⅱ
８

記載なし （葉書）
○記載なし
●京都市伏見区御香宮門前町：奈良
電気鉄道株式会社

御處分先・氏名・住所・券面総額・貴名　　殿、と
ある。 状 1

110 ９９１
Ⅱ
８

記載なし 証
○記載なし
●家山村:茂川八右衛門

金17円也、未年8月より申年8月迄14ヶ月、この利
計4円48銭、元利計20円48銭とあり・・・。 状 1

111 ９８１
Ⅱ
８

記載なし 封筒
○株式会社 静岡三十五銀行 金谷支
店
●記載なし

封筒のみ。表に定期預金證書 株式会社静岡三
十五銀行と印刷され、金谷支店のスタンプが押さ
れている。

封
筒

1

112 １０１３
Ⅱ
８

記載なし （紙袋）
○（新日本製鐵株式会社用）
●中央信託銀行株式会社

紙袋のみ。
紙
袋

1

113 ８５２
Ⅱ
８

記載なし
商法（株式拂込
規定）

○記載なし
●記載なし

152・153・154條が抜き書きされている。株金の払
い込みは2週間前にこれを各株主・・・とある。 状 1

114 ９０４
Ⅱ
10

明治１７年１１月
（１８８４年）

明治17年第11月吉辰

諸仕木覚簿
○竹内八百吉（表紙）
●記載なし

記、20年11月  1、桧柱4寸5分角 大代 伊右衛門
殿 1本40銭 1丈1尺 2本、同50銭 1丈3尺7寸 2
本、同60銭 1丈6尺 2本など記す。

竪
帳

1

115 ８６８
Ⅱ
10

明治４１年３月２７日
（１９０８年）

山林売渡し証写
○金谷町：竹内喜三造
●柳川忠平、服部平六

中川根村久野脇748番地字三間戸 山林2町歩、
売渡し立木代金1,050円。 状 1
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量

116 ８６７
Ⅱ
10

明治４１年３月２７日
（１９０８年）

山林立木買請ノ
証

○服部平六㊞、柳川忠平㊞
●竹内喜三造

中川根村久野脇748番地字三間戸、山林2町歩
この立木買請け代金1,050円とある。 状 1

117 ８８１
Ⅲ
１

明治４１年６月２９日
（１９０８年）年

睦会集金帳
○会員：高木栄太郎、他5名
●（竹内氏）

明治45年大日本博覧会観覧の目的にて発会、会
員1人月1円宛。大正3年3月28日決算。上記他
に、睦会々員名簿、明治41年7月25日、金谷商業
銀行通帳支払いの綴りあり。

袋入り

横
半
帳

1

118 １００７
Ⅲ
１

昭和13年10月10日
（１９３８年）

受領證
○金谷町少年団㊞
●竹内八百吉

金50円也、少年団援助の為の寄附金。 状 1

119 ９２５
Ⅲ
２

大正7年４月吉日
（１９１８年）

御婚禮御献立 大
正7年4月吉日

○石橋楼：鈴木喬平
●竹内八百吉

御献立として、逢来餅・御取肴八寸・御餅吸物・
御鰭吸物等記す。

横
帳

1

120 ８７１
Ⅲ
２

昭和３年
（１９２８年）

婚姻届（下書）
○夫 竹内角平 明治38年10月30日
生、妻 石間ひで 大正2年7月12日生
●島田町長

婚姻の届け。 状 2

121 ９０６
Ⅲ
４

明治２０年６月６日
（１８８７年）

（審査委員ニ特撰
ス）

○静岡県榛原郡長正八位：星野鐵太
郎㊞
●竹内八百吉

榛原郡製茶共進会の審査委員に特撰すとあり。
他に、金谷町小学校新築委員の嘱託状あり。 状 2

122 ９０１
Ⅲ
５

明治３２年７月２０日
（１８９９年）

（表彰状）
○静岡県知事正五位：加藤平四郎㊞
●榛原郡金谷町：竹内八百吉

金谷警察分署敷地購入費として金5円を寄附、こ
れに対しての状。他に14枚あり。 状 15

123 ９１６
Ⅲ
５

大正４年１２月１５日
（１９１５年）

（表彰状）
○北海道廰長官従四位勲三等：俵孫
一㊞
●静岡県榛原郡金谷町：竹内喜三造

大正2年、北海道外6県の凶作、同3年鹿児島県
桜島の爆発による羅災・・・1円の寄附、奇特なこ
と、とある。

状 1

124 ９６６
Ⅲ
６

明治２６年９月７日
（１８９３年）

日本赤十字社要
覧

○日本赤十字社静岡県委員総長：小
松原英太郎
●記載なし

日本赤十字社社則・功章社員章条例など記載す
る。

印
刷
物

3

125 ８８３
Ⅲ
６

明治３０年２月６日
（１８９７年）

（日本赤十字社の
主旨）

○日本赤十字社静岡支部長 正四位
勲三等：小松原英太郎
●竹内八百吉

国難に際し、身命を弾丸雨注の中に立ち生命を
犠牲にし・・・傷病者やその家族を救護するを目
的と・・・とある。

状 1
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量

126 ９６７
Ⅲ
６

明治31年10月28日
（１８９８年）

日本赤十字社年
醵金

○榛原郡金谷町委員：金原三保作㊞
●竹内八百吉

・金1円、右金員正に領受する、とある。 状 8

127 ９６５
Ⅲ
６

明治34年11月26日
（１９０１年）

日本赤十字社定
款

○記載なし
●記載なし

・明治31年社員総会議決、・明治34年11月26日
定款許可、・41條からなり、日本赤十字社条例7
條を付す。

印刷物 状 1

128 ９９５
Ⅲ
６

明治４３年４月２０日
（１９１０年）

（日本赤十字社
社員ニ列ス）

○日本赤十字社総裁 大勲位功二級
載仁親王㊞、他1名
●竹内栄一

・・・以て定款に照し正社員に列す、とある。 封筒あり 状 2

129 ９７１
Ⅲ
６

大正２年４月２２日
（１９１３年）

第二期第壹回種
痘済證

○金谷町長：平口機一郎㊞
●八百吉三女 ：内ちか

・右更に種痘受くるべきものとす、とあり、他に証と
して種痘済5点、種痘後の注意事項1点あり。 状 17

130 １００３
Ⅲ
６

昭和１９年２月１日
（１９４４年）

受診證
○金谷町国民健康保険組合㊞
●竹内栄一

健康保険證 竹内けん・竹内つや子の3名分。 状 3

131 ９７５
Ⅲ
６

昭和３３年７月２５日
（１９５８年）

国保の手帖
○金谷町
●記載なし

金谷町国民健康保険、・被保険者・受診証・保険
給付の範囲等について記されている。

竪
帳

1

132 ９０３
Ⅲ
８

明治４０年１０月
（１９０７年）

やを子祝儀新調
品控 明治40年10月

○記載なし
●記載なし

婚姻の為、新調する衣裳や金額・日付が記され
ている。明治40年10月9日結納、41年1月13日嫁
入り、記 ・21日50銭黒紋羽二重など。

横
半
帳

1

133 １００５
Ⅲ
８

昭和２２年５月
（１９４７年）

家庭用米穀購入
通帳

○金谷町役場
●竹内栄一

分類番号や指定配給所の記載があり、内側には
配給日・品名・数量・金額等が記されている。他
に、砂糖購入票・衣料切符がある。

状 3

134 ９７４
Ⅲ
８

記載なし 御献立
○石橋
●竹内八百吉

祝いの膳、御嶋台 寶来山・御取肴・御吸肴・御口
取・御化身・御寿司などの記載がある。

横
帳

1

135 ９７０
Ⅳ
１

明治４１年１０月１３日
（１９０８年）・戊申

戊申詔書
○御名御璽
●記載なし

天皇のおことば。日露戦争後の社会的混乱のな
かあって、華美を戒め、勤倹をすすめ、天皇制国
家における国民道徳の方向を示している。

印刷紙 状 1

136 １００８
Ⅳ
１

昭和１６年４月
（１９４１年）

領収書
○榛原郡金谷町：私立相育幼稚園
●竹内八百吉

紀元2,600年記念事業保育室増築寄附金 金50
円也。 状 1
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137 ９７７
Ⅳ
１

記載なし
東京男女大学・
高等学校・専門
学校所在地

○記載なし
●記載なし

何年頃の物か年代不明、裏面に地図が記載され
ている。 状 1

138 １０１２
Ⅳ
１

記載なし （紙袋）
○社団法人 全国経理学校協会
●島田商業高等学校定時制 珠算担
当先生

紙袋のみ。
紙
袋

1

139 ８８０
Ⅳ
３

（明治）
秋葉神社保存
会々員之證

○秋葉神社
●竹内八百吉

第6143号、秋葉神社の割印あり。 状 1

140 ９００
Ⅳ
４

昭和５７年８月２４日
（１９８２年）

静岡新聞等
○記載なし
●記載なし

教科書検定問題に付き、日中共同声明・日韓共
同コミュニケの基本精神を改めて・・・等とある。

新
聞
紙

2

141 ９６４
Ⅳ
５

記載なし
生花伝書詠哥の
聞書・句

○記載なし
●記載なし

生花に付、三船生方の事として、出船・入船・泊
船があり、他に、水仙一色の事、實物の事、葉物
の事等が記される。

竪
帳

1

142 ９５８
Ⅴ
２

明治３２年９月２５日
（１８９９年）

出生御届
○戸主：竹内八百吉
●金谷町長：金原三保作

竹内芳太郎は竹内八百吉養嗣子、喜三造3男
孫、とあり。

綴
り

1

143 ９５７
Ⅴ
２

昭和１２年５月
（１９３７年）

喜三造記録
○（竹内氏）
●記載なし

喜三造の実父母、兄弟、他の記録。
竪
帳

1

144 ８９６
Ⅴ
２

昭和１９年
（１９４４年）

履歴書
○竹内栄一
●記載なし

竹内栄一の履歴書、本籍地・現住所・生年月日を
記し、学歴・経歴等が続く。 状 1

145 ９４３
Ⅴ
２

昭和☐年２月１６日 戸籍謄本
○静岡県志太郡島田町長：水野富三
郎㊞
●記載なし

戸主石間長十、前戸主石間長左衛門、母・妻・長
女等記載、静岡県志太郡島田町716番地。

綴
り

1

146 ９５９
Ⅴ
２

（明治）
喜三造生立歳記
録

○（竹内氏）
●記載なし

竹内喜三造の生育、家族の生立を記す。 状 1

147 ８６１
Ⅴ
２

記載なし
（石間家出生と死
去に付き）

○記載なし
●記載なし

戸主石間長十 安政3年12月8日生 昭和3年9月6
日死去、養嗣子辰四郎 明治8年12月25日生 大
正15年11月23日死去、外7名・・・。

状 1
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量

148 ８７２
Ⅴ
３

明治１２年１０月２５日
（１８７９年）

諸用留
○遠江金谷河原町：田中屋八百吉
（裏表紙）
●記載なし

上ノ越新屋物産者法所 山口嘉平殿 11日限り桧
通などとある。

横
半
帳

1

149 ８７６
Ⅴ
３

明治２６年４月２６日
（１８９３年）

（手帳）
○遠江国榛原郡金谷町161番地：竹
内八百吉
●記載なし

入・出の金額が記されている、入金10円、出金1
円20銭・・・等。

手
帳

3

150 ９７２
Ⅴ
３

大正7年４月２２日
（１９１８年）

證
○西照寺檀家惣代㊞
●竹内八百吉

金25円也の領収書、御屋根の修理費。 状 1

151 ９７３
Ⅴ
３

大正１２年６月
（１９２３年）

領収証
○金谷尋常高等小学校内ピアノ購入
寄附主催者 代表者：加藤淑㊞
●竹内八百吉

金25円也、金谷尋常高等小学校寄附予定ピアノ
購入金としての拠出金。 状 1

152 ９４７
Ⅴ
３

昭和７年８月３日
（１９３２年）

（石間家所有地
所等）

○（石間長十）
●記載なし

昭和7年8月3日調、 ・田地の部 計2町6反9畝17
歩 散田米約70俵 ・宅地の部 688坪 ・畑の部 8畝
26歩、他、出資金・貸金・有価証券・諸株式等。

横
帳

2

153 ９２１
Ⅴ
３

記載なし （戸籍謄本）
○記載なし
●記載なし

竹内家、父竹内九右衛門・戸主竹内八百吉・妻・
長女・孫等記されている。最初に明治5年12月3
日を太陽暦明治6年1月1日と改める、とある。

綴
り

1

154 ９６１
Ⅴ
４

明治４３年４月
（１９１０年）

病気見舞受納簿
○竹内
●記載なし

裏表紙に「此の日記帳ハ初代八百吉最後ノ自記
ナリ」と有る。

竪
帳

1

155 ９９９
Ⅴ
４

昭和１２年１１月１９日
（１９３７年）

感謝状
○陸軍大臣：杉山元㊞
●竹内八百吉

国防資材の献納に対する感謝状。 状 1

156 ９５１
Ⅴ
４

昭和２９年
（１９５４年）

手帳
○記載なし
●記載なし

昭和29年度年賀状 左ノ部とあり、住所・氏名等が
記されている。

竪
帳

1

157 １０００
Ⅴ
４

昭和３５年３月30日
（１９６０年）

（手紙）
○平口あい
●竹内栄一

亡夫死去の際の弔詞や、御供物への御礼と、五
七日忌法要の報告。

印刷物、封
筒あり

状 1



分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） DVD

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前） 番 号
通し番号

文書番
号 標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考

形
態

数
量

158 ９８８
Ⅴ
４

☐☐２６年６月１３日 葉書
○堀之内：山内宇吉
●金谷町金谷河原：竹内八百吉

表面には、「此表面尓ハ宿所姓名を限り認むべ
し」とあり。 状 4

159 ９７６
Ⅴ
４

記載なし 御挨拶

○東京都台東区ニ長町1番地 凸版
印刷株式会社 取締役社長：山田三
郎太
●記載なし

封筒のみ。
封
筒

1

160 １０１０
Ⅴ
４

記載なし 手帳類
○記載なし
●記載なし

略。
竪
帳

一
括

161 ９５６
Ⅴ
６

明治４４年８月１９日
（１９１１年）

亡父譲物返却
○（竹内氏）
●記載なし

博多男帯以下、譲物一覧。 状 1

162 ８５９
Ⅴ
６

記載なし （名刺）
○記載なし
●記載なし

竹内八百吉・守田敏之・株式会社十五銀行 河野
静雄2枚など。 状 4

163 ９５５
Ⅴ
６

記載なし メモ書など
○略
●略

略。
断
簡

一
括

164 ９８９
Ⅴ
６

記載なし （メモ書）
○記載なし
●記載なし

五和村19・川崎14・相良19などと書かれている。 状 1

165 ８９５
Ⅴ
６

略 封筒類
○略
●略

略。
封
筒

一
括

166 １０１１
Ⅴ
６

記載なし 巻紙（白紙）
○記載なし
●記載なし

白紙の巻紙。

そ
の
他

2

167 １００２
Ⅴ
６

記載なし 断簡
○略
●略

略。 状
一
括


